
≪発表のテーマ≫ 

「セルフチェック」は初めての取組であることから、趣旨を理解
し、前向きに取り組んでもらうため、取組の中心となる係長職員ほ
ぼ全員（約200人）と意見交換を実施しました。
また、各所属の取組の中から、他の部署でも参考になりそうなも

のについて、庁内広報で取り上げ、積極的に横展開を図っています。

＜発表概要or今年の取組みの特徴＞

上越市
【人 口】 １８０，５６１人（Ｒ６.１２.１現在）
【面 積】 ９７３．８９平方キロメートル
【職員数】 １，７４１人（Ｒ６.４.１現在）

＜メッセージ・意気込み＞

＜改善運動の特色やアピールポイントなど＞

令和５年度から開始した取組について発
表させていただきます。まだまだ手探りで
すので、ご意見・アドバイス等お待ちして
います！

令和5年度から開始した第7次行政改革推進計画において、これま
での管理部門が主導する事務事業の見直しではなく、各所属が自ら
の業務について見直しを進める「セルフチェック」の取組を開始し
ました。
令和5年度中には、750件以上の課題が提起され、そのうちの約

250件が「速やかに実施」または「R6予算要求」を行っており、改
善が進められています。
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「セルフチェック」による業務改善



部署名 新潟県上越市 総務部行政イノベーション課

タイトル 「セルフチェック」による業務改善

改善前
【Before】

• これまでの事務事業の見直しでは、行革・財政・人事等の
管理部門が各所属の事業を評価

• 一定の効果はありつつも、回数を重ねるごとに効果額が逓
減しているほか、各所属における自発的な見直しが進みづ
らいとの課題があった



取組内容

• 各所属が自発的に見直しを行う「セルフチェック」を導入



取組内容

≪推進に向けた取組≫

〇ほぼ全ての係長との意見交換

〇業務改善事例の横展開

庁内広報で業務改善事例を周知

約200人の係長に対し、趣旨説明と意見交換を実施



効果
【After】

（改善の成果
・取組の効果） ・業務の改善により、経費節減・サービス向上・手間の削減に

令和６年９月時点で８００件以上の課題

提起

➡うち３００件超で改善に向けた対応実施


